
令和２年 12⽉ 8⽇ 

ASAでは、建築物⽯綿含有建材調査者に必要となる知識、経験を
よりスキルアップするための、より深い内容まで講習する講習会
を開催しています。 

関係法令の改正を中⼼に講演 

調査者に必要な知識・経験は多岐に渡ります。この中から今回は、
今注⽬の⽯綿則⽯綿障害予防規則・⼤気汚染防⽌法などの関係法令
改正、除去計画、⼤気濃度測定に関する講習、完了検査の提案など
で構成しています。 

講習内容は皆様からのリクエストにも応じて企画していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽯綿スキルアップセミナー 

東京(ウェビナー)開催のご案内 
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正確な調査者になろう！
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＜開催日程・会場＞  

第８回（東京） 募集人数：オンライン参加 100 名 / 会場参加 12 名 

日時：令和 3 年 1 月 20 日（水）9：30～17：00 
場所：ASA セミナールーム（東京都千代田区神田神保町、神保町駅から徒歩 1 分） 
※会場参加は特に、人数制限を設けております。定員になり次第締め切りますので予めご
了承ください。出来るだけオンラインでの参加をお願いいたします。 

 
＜参加費＞ 

ASA 賛助会員   ：1 名 15,000 円 （参加人数は最大５名、６人目より正会員と同額） 

ASA 会員（正会員）：1 名 20,000 円 

ASA 非会員       ：1 名 30,000 円（入会希望者は同金額で協会入会金･年会費込※） 

※：ASA 入会条件を満たしている方のみ有効 

 

＜お申し込み手順＞ 

１．次の URL にお入りいただき、必要事項を入力して送信してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScilFzi7LR7G_yaez7vuozG81bDnulipQ9ERtVQyfa7vfiDow/viewform 

（ASAの HP https://asa-japan.or.jp の「協会からのお知らせ」にもリンクがあります） 

２．御請求書等はメールでお送りいたします。期日までにお振込みください。 

３．オンライン参加される方を対象に、1 月 13 日に接続テストを行う予定です。 参加者

側のセキュリティ設定等の影響によっては接続できない場合がありますので、事前確

認にご協力ください。※オンライン＝ウェビナーには zoom アプリが必要です。当日

利用される PC、タブレット端末等に事前にインストールしてください。 

 

＜注意事項＞ 

● 講習内容は新型コロナウイルス感染症対策の非常事態宣言等により、セミナーを延期、

中止または内容を変更する場合があります。予めご了承ください。 

● 複数名でのお申し込みの場合は、お手数ですがお一人に対して一つのメールアドレスを

利用してお申し込みください。 

● 会場参加の方は、アルコール消毒、マスク着用、検温等感染症対策にご協力ください。 

 

講演時間   講演内容 
 9：30〜10：30 １．関係法令の改正に関する講習 
10：40〜12：40 ２．除去計画に関する講習Ⅰ（基本編） 
13：40〜14：40 ３．除去計画に関する講習Ⅱ（実務編） 
14：40〜15：40 ４．⼤気濃度測定に関する講習 
15：50〜16：50 ５．完了検査に関する提案 
16：50〜17：00   質疑 
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＜講演内容＞ 

１．関係法令の改正に関する講習 

大気汚染防止法、石綿障害予防規則が大きく改正され、調査者の役割が明確になり、責

任が増しています。石綿関連法規の来春からの施行に備え、改正点を解説します。 

 

２、３．除去計画に関する講習Ⅰ（基本編）・Ⅱ（実務編） 

石綿則改正の背景に、除去作業時の隔離・負圧の不適切な管理や、石綿含有建材の取り

残しなどの問題があります。施工段階で生じる課題は、計画段階での予防処置が重要です。

除去計画Ⅰでは、隔離・負圧の基本と応用を、除去計画Ⅱでは、法改正の意図、飛散防止

事故の予防策、完了検査のチェックポイントなどをご紹介します。 

 

４．大気濃度測定に関する講習 

今回の法改正では除去現場での気中石綿濃度測定は義務化が見送られましたが、多くの

現場では実施されています。石綿濃度測定はなぜ必要なのか？どのように測定すべきなの

か？測定値をどのように評価するのか？等々の疑問にお答えします。 

 

５．完了検査に関する講習 

石綿則、大防法の改正によって、完了検査が記されることになりました。今後、過去の

改修工事によって“アスベスト除去済み”となっているエリアが解体工事前の調査によっ

て除去残しを指摘され、問題になる現場は更に増えるでしょう。現時点で完了検査の方法

は示されていません。現在示されているマニュアルに基づく完了検査を提案します。 

 

   

 

＜お問い合わせ＞ 

一般社団法人建築物石綿含有建材調査者協会 担当：松沢 

e-mail：koshukai@asa-japan.or.jp 

TEL：03-6272-8745 FAX：03-6272-8746 


